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中
国
生
産
拠
点
に
Ｐ
Ｐ
Ａ
モ
デ
ル
で

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
導
入

「
１
㌗
時
あ
た
り
９
万
円
以
下
」実
現

卒
Ｆ
Ｉ
Ｔ
向
け
蓄
電
シ
ス
テ
ム
発
表

NTTファシリティーズが
R&Dフォーラム

「Smart&Safetyな街づくりを
支える技術開発」開催

導
入
市
場
シ
ェ
ア
10
㌫
獲
得
目
指
す

Ｒ
Ｅ
１
０
０
達
成
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て

リコー
ス
マ
ー
ト
ソ
ー
ラ
ー

Ｒ
Ｅ
１
０
０
に
日
本
企
業

と
し
て
初
め
て
参
加
し
た
複

11
月
７
日
か
ら
社
屋
の
屋

根
を
発
電
事
業
者
に
提
供

商
用
印
刷
機
の

消
耗
品
を
生
産

ン
グ
機
器
の
消
耗
品
お
よ
び

し
、
発
電
容
量
２
・
８
㍋
㍗

の
太
陽
光
発
電
設
備
の
発
電

す
る
電
力
の
利
用
を
開
始
し

て
い
る
の
は
、
中
国
の
生
産

会
社
で
サ
ー
マ
ル
メ
デ
ィ
ア

を
生
産
す
るRicoh 

Therm

al 
Media 

（Wuxi

） Co.,

Ltd.

（
以
下
Ｒ
Ｔ
Ｍ
）。
こ

れ
に
よ
り
Ｒ
Ｔ
Ｍ
の
年
間
使

用
電
力
の
約
20
㌫
が
再
エ
ネ

電
力
と
な
っ
た
。

リ
コ
ー
は
生
産
拠
点
に
お

け
る
再
エ
ネ
由
来
電
力
の
活

用
を
拡
大
し
て
お
り
、
英
国

す
るRicoh 

UK 
Products 

Ltd.

に
つ
い
て
も
、
10
月
１

日
か
ら
再
エ
ネ
電
力
契
約
に

切
り
替
え
る
こ
と
に
よ
り
、

社
屋
で
使
用
す
る
電
力
の
す

べ
て
を
再
エ
ネ
電
力
と
し
て

い
る
。

両
拠
点
で
の
取
組
に
よ
っ

て
、
合
計
で
年
間
13
・
８
㌐

㍗
時
相
当
の
再
エ
ネ
電
力
の

利
用
が
増
え
、
リ
コ
ー
グ
ル

ー
プ
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
約

５
０
０
０
㌧
削
減
で
き
る
見

込
み
と
な
っ
て
い
る
。

合
機
な
ど
の
メ
ー

カ
ー
で
あ
る
リ
コ

ー
は
、
こ
の
た
び

目
標
達
成
に
向
け

た
取
り
組
み
の
一

環
と
し
て
、
Ｐ
Ｐ

Ａ
モ
デ
ル
導
入
に

よ
り
生
産
拠
点
の

屋
根
上
に
、
グ
ル

ー
プ
初
の
メ
ガ
ソ

ー
ラ
ー
を
設
置
し

た
と
発
表
し
た
。

の
生
産
会
社

で
オ
フ
ィ
ス

プ
リ
ン
テ
ィ

Ricoh Thermal Media （Wuxi） Co., Ltd. 
社屋屋上（提供：リコー）

会見での代表取締役・手塚博文氏

卒FIT向け蓄電システム「スマート蓄電システム」

「北海道電力管内太陽光発電向け
出力制御対応セミナー」の様子

主催者挨拶するNTTファシリティーズ研究
開発部長・豊田耕造氏

北
海
道
エ
リ
ア
で
の

出
力
制
御

対
応
セ
ミ
ナ
ー
開
催

ラ
プ
ラ
ス
・
シ
ス
テ
ム
主
催

レポート提
出
書
類
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
・
手
続
き
の

流
れ
な
ど
実
務
上
の
ポ
イ
ン
ト
網
羅

デジタル技術が可能にする
街づくりとエネルギーの最適化

て
き
た
。
今
回
の
東
京
開
催

は
、
午
前
・
午
後
の
２
回
と

も
満
席
と
な
る
好
評
ぶ
り
だ

ラ
プ
ラ
ス
・
シ
ス
テ
ム
は

こ
の
ほ
ど
、
東
京
支
店
で

「
北
海
道
電
力
管
内
太
陽
光

発
電
向
け
出
力
制
御
対
応
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
た
。

同
社
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
は
導
入
容
量
７
㌐

㍗
、
導
入
件
数
３
万
５
０
０

０
件
以
上
に
の
ぼ
り
、
高
圧

分
野
で
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
。
遠

隔
監
視
シ
ス
テ
ム
＆
サ
ー
ビ

ス
「
Ｌ
・
ｅ
ｙ
ｅ
」
は
出
力

制
御
に
標
準
対
応
し
、
４
０

０
０
件
以
上
の
導
入
実
績
が

応
方
法
に
つ
い
て
、
詳
細
な

解
説
が
あ
っ
た
。
旧
ル
ー
ル

／
指
定
ル
ー
ル
の
そ
れ
ぞ
れ

の
対
応
方
法
、
提
出
書
類
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
手
続
き
の

流
れ
な
ど
、
実
際
の
書
類
を

基
に
説
明
が
あ
り
、
参
加
者

は
熱
心
に
聴
講
し
た
。

遠
隔
監
視
シ
ス
テ
ム
＆
サ

ー
ビ
ス
「
Ｌ
・
ｅ
ｙ
ｅ
」

は
、
Ｐ
Ｃ
Ｓ
メ
ー
カ
ー
30
社

に
対
応
し
、
出
力
制
御
用
回

線
シ
ェ
ア
セ
ッ
ト
（
エ
リ
ア

限
定
）
を
提
供
し
て
い
る
。

ま
た
遠
隔
予
約
制
御
機
能
を

追
加
し
、
旧
ル
ー
ル
適
応
で

あ
っ
て
も
日
時
を
指
定
し
て

Ｐ
Ｃ
Ｓ
の
オ
ン
／
オ
フ
が
可

能
。
九
州
電
力
・
四
国
電
力

で
の
対
応
実
績
が
あ
る
。

っ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
北
海
道
電

力
管
内
で
の
出
力
制
御
の
対

あ
る
。

同
社
は
先

月
、
出
力
制

御
に
関
す
る

セ
ミ
ナ
ー
を
、
北
海
道
電
力

管
内
の
札
幌
、
中
国
電
力
管

内
の
岡
山
・
広
島
で
開
催
し

ス
マ
ー
ト
ソ
ー
ラ
ー
（
東

京
都
中
央
区
）
は
こ
の
ほ

ど
、
卒
Ｆ
Ｉ
Ｔ
向
け
蓄
電
シ

ス
テ
ム
「
ス
マ
ー
ト
蓄
電
シ

ス
テ
ム
」
を
発
表
し
た
。
来

春
か
ら
販
売
開
始
す
る
。
自

家
消
費
モ
ー
ド
、
災
害
対
策

モ
ー
ド
・
自
立
運
転
モ
ー
ド

の
機
能
に
加
え
、
経
済
産
業

省
が
Ｖ
Ｐ
Ｐ
補
助
対
象
と
す

る
９
万
円
／
㌗
時
以
下
の
価

格
を
実
現
し
た
。
直
接
消
費

常
時
監
視
シ
ス
テ

ム
「
ス
マ
ー
ト
Ａ

Ｉ
」
で
構
成
さ
れ

る
。住

宅
用
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
設

置
世
帯
数
は
累
計

で
約
２
４
０
万
戸

と
な
り
、
そ
の
う

ち
約
56
万
戸
は
年

内
に
Ｆ
Ｉ
Ｔ
満
了

す
る
。「
自
家
消

者
に
販
売
す
る
「
Ｄ
to
Ｃ
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
」
で
、
卒
Ｆ

Ｉ
Ｔ
導
入
市
場
の
シ
ェ
ア
10

㌫
獲
得
を
目
指
す
。

「
ス
マ
ー
ト
蓄
電
シ
ス
テ

ム
」
は
、
既
設
の
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
を
そ
の
ま
ま
使

用
す
る
「
ス
ト
レ
ー
ジ
・
シ

ス
イ
ッ
チ
ボ
ッ
ク
ス
」、
Ａ

Ｉ
機
能
搭
載
の
最
適
制
御
・

Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー

ズ
は
11
月
14
日
、
Ｒ
＆
Ｄ
フ

ォ
ー
ラ
ム
「
Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ
＆

Ｓ
ａ
ｆ
ｅ
ｔ
ｙ
な
街
づ
く
り

を
支
え
る
技
術
開
発
」
を
開

催
し
た
。

主
催
者
挨
拶
で
登
壇
し
た

研
究
開
発
部
長
・
豊
田
耕
造

氏
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
高
め
る
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総

合
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）

と
の
実
証
研
究
な
ど
に
触

れ
、「
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
と

の
両
立
」
な
ど
が
紹
介
さ
れ

た
。
複
合
型
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
は
、
商
用

電
源
に
接
続
さ
れ
た
需
給
管

理
装
置
に
様
々
な
分
散
型
電

源
と
蓄
電
池
を
組
み
合
わ
せ

た
も
の
で
、
太
陽
光
発
電
な

ど
分
散
型
電
源
の
自
家
消
費

と
蓄
電
池
の
充
放
電
を
最
適

化
す
る
。
系
統
停
電
時
に
は

無
瞬
断
で
自
立
運
転
に
切
り

替
わ
り
重
要
設
備
へ
の
給
電

を
継
続
す
る
が
、
一
つ
の
シ

ス
テ
ム
を
自
家
消
費
兼
バ
ッ

会
場
に
は

ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
、
ス
マ

ー
ト
ワ
ー
ク

プ
レ
イ
ス
な

ど
を
実
現
す

る
技
術
が
展

示
さ
れ
、
開

発
中
の
「
複

合
型
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ

ー
シ
ス
テ
ム

の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
と

経
済
的
運
用

費
モ
ー
ド
」
は
、
余
剰
電
力

を
ほ
ぼ
全
て
蓄
電
し
、
蓄
電

池
の
充
放
電
を
Ａ
Ｉ
で
最
適

制
御
し
て
、
可
能
な
限
り
電

気
を
買
わ
ず
に
自
家
消
費
を

優
先
す
る
。

ま
た
、
多
発
す
る
自
然
災

害
の
停
電
に
対
し
て
は
、
台

風
や
大
雨
な
ど
の
警
報
が
発

表
さ
れ
る
と
自
動
で
蓄
電
池

を
満
充
電
し
（「
災
害
対
策

モ
ー
ド
」）、
自
動
で
自
立
運

転
に
切
り
替
え
る
（「
自
立

運
転
モ
ー
ド
」）。
全
負
荷
型

で
２
０
０
㌾
機
器
も
使
用
可

能
。

ス
テ
ム
（
11
・
８
㌗
時
）」

と
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
Ｐ
Ｃ
Ｓ

の
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・
シ
ス

テ
ム
（
11
・
５
㌗
時
）」
の

２
タ
イ
プ
。
約
12
㌗
時
の
大

容
量
蓄
電
池
、
最
大
97
・
５

㌫
の
高
効
率
・
最
大
５
・
５

㌗
の
高
出
力
Ｐ
Ｃ
Ｓ
、
停
電

時
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
全
負
荷

自
動
切
替
装
置
「
ス
マ
ー
ト

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
直

接
販
売
を
実
施
し
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
化
を
進
め
る
。
第
一
弾

と
し
て
「
無
償
設
置
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」、「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ

ッ
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」、「
余

剰
電
力
買
取
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
展
開
し
、
ユ
ー
ザ
ー

に
ア
プ
ロ
ー
チ
を
開
始
す
る

予
定
だ
。

「
卒
Ｆ
Ｉ
Ｔ
世
帯
の
30
～

40
㌫
が
蓄
電
シ
ス
テ
ム
を
導

入
す
る
」
と
代
表
取
締
役
・

手
塚
博
文
氏
は
見
て
い
る
。

同
社
は
、
直
接

消
費
者
に
販
売
す

る
「
Ｄ
to
Ｃ
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
」
確

立
を
目
指
す
。
Ａ

Ｉ
画
像
認
識
シ
ス

テ
ム
を
活
用
し
、

全
国
約
２
６
０
万

世
帯
の
太
陽
光
発

電
設
置
者
を
抽
出

し
、
卒
Ｆ
Ｉ
Ｔ
ユ

ー
ザ
ー
を
特
定
す

る
。
ダ
イ
レ
ク
ト

実
証
実
験
、
技
術

開
発
を
柱
に
、
Ｓ

ｍ
ａ
ｒ
ｔ
＆
Ｓ
ａ

ｆ
ｅ
ｔ
ｙ
な
街
づ

く
り
を
支
え
、

様
々
な
社
会
課
題

を
解
決
し
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
な
ど
に
繋
が

る
持
続
可
能
な
社

会
の
創
造
に
貢
献

し
た
い
」
と
話
し

た
。
ま
た
研
究
者

に
よ
る
ミ
ニ
講
演

が
行
わ
れ
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
情

報
の
統
合
に
よ
っ

て
「
街
の
デ
ジ
タ

ル
ツ
イ
ン
化
」
を

行
う
構
想
な
ど
も

発
表
さ
れ
た
。

ク
ア
ッ
プ
電
源
と

し
て
併
用
す
る
場

合
は
、
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
容
量
を
確
保

す
る
た
め
に
自
家

消
費
率
が
小
さ
く

な
る
と
い
う
課
題

が
あ
る
。
同
社
は

発
電
予
測
に
加

え
、
ロ
バ
ス
ト
最

適
化
手
法
を
用
い

て
安
全
率
を
最
適

化
す
る
こ
と
で
発

電
予
測
の
精
度
の

影
響
を
最
小
化

し
、
停
電
時
の
確

実
な
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
と
自
家
消
費
率

向
上
の
両
立
を
目

指
し
て
い
る
。


